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〝
最
近
、（
鉾
田
が
）
好
き
で
す
〞〝（
鉾
田
は
）
足
が
向
く
と
こ
ろ
〞

こ
れ
ら
は
『
鉾
田
う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ　

』
の
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
書
か
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。

　

今
年
の
う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ（
主
催
：
市
・
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ

プ
振
興
協
議
会
）
は
、
10
月
３
、４
日
の
２
日
間
、
鉾
田
総
合
公
園
で

開
催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
会
場
で
は
、
保
育
園
児
、
小
学
生
に
よ
る
演
奏
、

ゲ
ー
ム
ラ
リ
ー
抽
選
会
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
お
囃
子
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
な
ど
が
催
さ
れ
、
テ
ン
ト
会
場
で
は
鉾
田
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ

振
興
協
議
会
と
協
力
企
業
が
開
発
し
た
加
工
品
を
は
じ
め
、
鉾
田
産
の

野
菜
が
ふ
ん
だ
ん
に
入
っ
た
う
ま
か
っ
ぺ
す
い
と
ん
、
豚
の
も
も
肉
の

丸
焼
き
、
農
産
物
、
各
飲
食
店
自
慢
の
食
べ
物
や
お
菓
子
、
植
え
木
や

木
工
製
品
、
移
動
水
族
館
や
各
団
体
の
Ｐ
Ｒ
屋
台
な
ど
が
立
ち
並
び
ま

し
た
。
今
年
は
、
防
衛
省
の
交
付
金
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
防

衛
省
北
関
東
防
衛
局
の
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

さ
れ
た
り
、
自
衛
隊
車
両
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ

ス
タ
。
出
展
事
業
者
数
は
60
団
体
か
ら
80
団
体
に
増
え
、
来
場
者
も

３
万
４
千
人
と
４
千
人
も
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
市
外
・
県
外
か
ら
の
来
場

者
が
約
４
割
を
占
め
、
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
な
ど
か
ら
も
来
ら
れ
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。〝
鉾
田
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
〞
は
？
と
の
問

い
に
対
し
て
は
、
市
内
在
住
の
方
が
「
田
舎
」、「
畑
」「
遊
ぶ
と
こ
ろ

が
な
い
」、「
通
過
点
」な
ど
あ
ま
り
良
く
な
い
印
象
が
多
い
傾
向
に
あ
っ

た
の
に
対
し
、
市
外
の
方
は
、「
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
」、「
癒
さ

れ
ま
す
」、「
農
業
が
熱
い
」
な
ど
好
印
象
の
も
の
が
多
い
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。
う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ
は
、
鉾
田
市
の
農
産
物
を
中
心
と
し

た
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
鉾
田
市
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

る
た
め
、
鉾
田
市
の
生
産
、
製
造
、
加
工
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
一

堂
に
集
め
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
鉾
田
市
の
魅
力
あ
る
も
の
を
紹
介

す
る
の
が
目
的
で
す
。
冒
頭
の
「
最
近
、（
鉾
田
）
が
好
き
で
す
」、「（
鉾

田
は
）
足
が
向
く
と
こ
ろ
」
は
市
外
在
住
の
方
が
書
い
て
く
れ
た
言
葉
で

す
。
今
後
も
市
内
外
の
方
た
ち
が
交
流
し
合
う
こ
と
で
魅
力
あ
る
地
域
資

源
が
再
発
見
で
き
、
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
が
う
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
月
の
内
容

10―12 行政からのお知らせ２

　■市営住宅入居者募集
　■百里基地音楽祭
　■成人式のお知らせ
　■鉾田ブランド料理コンテスト
　■医療機関案内
　　　　　　　　　　ほか

6―9 まちの話題

　■アントラーズ（鉾田の日）
　■ JA小中学校へ新米贈呈
　■交通安全
　■こむこむ
　■スポーツ
　　　　　　　　　　ほか

2―5 行政からのお知らせ１

　■鬼沢市長２期目スタート
　■農業委員決まる
　■都市宣言決定
　■固定資産税について
　■ジェネリック医薬品をご存じですか
　　　　　　　　　　ほか

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
● 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい環
境をつくります
● 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます
●健康で働き、活気ある産業を築きます
●教養を深め、高い文化を培います
● きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります

鉾田産野菜のコンテナを積み上げたブランドタワー（高さ10メートル）の野菜
がほこたブランド特製エコバック（200円）を購入した方に手渡されました

’09

’09

の
実
り
、

の
実
り
、

　

う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ　

大
盛
況
！
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「
融
和
・
改
革
」
そ
し
て
「
発
展
」
へ

鬼
沢
市
長
二
期
目
ス
タ
ー
ト
！

　

任
期
満
了
に
よ
る
鉾
田
市
長
選
挙
は
10
月
18
日
告
示
さ
れ
、現
職
の
鬼
沢
保
平
氏
以
外
の
立
候
補
の
届
け
出
は
な
く
、

鬼
沢
氏
の
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
、
鬼
沢
氏
が
初
登
庁
し
市
長
就
任
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
期
目
の
就
任
に
あ
た
り

　

こ
の
度
、
無
投
票
に
よ
り
再
選
を
果
た
し
、
二
期
目
の
市
政
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
過
去
四
年
間
の
市
政
運
営
の
公
約
と

し
ま
し
た
、
新
市
の
一
体
化
、
行
政
改
革
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

実
現
の
た
め
微
力
な
が
ら
精
一
杯
取
り
組
み
順
調
に
進
め
る
事
が

出
来
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
・
課
題
を
乗
り
越
え
る
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
鉾
田
市
の
更
な
る
飛
躍
の
た
め
、〝「
融
和
・
改
革
」
そ
し

て
「
発
展
」
へ
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
二
期
目
の
優
先
的
な
五

つ
の
政
策
を
掲
げ
ま
し
た
。
一
点
目
に
は
安
全
・
安
心
で
高
品
質

化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
市
場
競
争
力
の
あ
る
農
産
物
の
生
産
日

本
一
を
目
指
し
ま
す
。
二
点
目
は
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

と
環
境
保
全
や
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
三
点
目
、
少
子

高
齢
化
社
会
へ
の
対
策
と
豊
か
な
教
育
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
四
点
目
、
行
政
改
革
に
よ
る
健
全
財
政
と
職
員
の
定
員
適

正
化
計
画
の
推
進
。
そ
し
て
五
点
目
が
、
さ
ら
な
る
地
域
一
体
化

と
融
和
に
努
め
市
民
参
加
に
よ
る
「
市
民
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
五
つ
の
政
策
の
推
進
に
は
、
行
政
だ
け
で
実
現
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、
ま
さ
に
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で
す
。
鉾
田
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
。
住
ん

で
み
た
い
。
行
っ
て
み
た
い
。
と
言
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
語
ら
い
、
情
報
交
換
を
し
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 

鉾
田
市
長　

鬼　

沢　

保　

平

農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る

農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る

　

９
月
27
日
に
告
示
さ
れ
た
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
で
当
選
（
無
投
票
）
し
た
委
員
30
名
と
議
会
、
茨
城

旭
村
農
業
協
同
組
合
、
か
し
ま
な
だ
農
業
協
同
組
合
、
鹿
行
農
業
共
済
組
合
、
鉾
田
川
流
域
土
地
改
良
区
か
ら

推
薦
を
受
け
た
委
員
７
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
、
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
会
長
に
田
嵜
健
司
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
長
代
理
を
２
名

と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
根
嵜
眞
氏
、
大
和
田
勝
雄
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

鉾田市農業委員会委員名簿（任期は平成24年10月10日まで）

氏名（敬称略） 受持区域

大　平　　　勉 舟木
藤　野　力　雄 青柳・郡境
井　川　淳　市 菅野谷・大和田・紅葉・大川
遠　峰　啓　一 上幡木・中居・下沢・堺釜
米　川　博　史 上釜・沢尻・荒地

柳　沢　茂　重 汲上上宿・汲上下宿・椎ノ内・別所釜・町
山・武与釜

下河邊　一　良 阿玉・東原・札・江川
塙　　　輝　雄 半原・西半原
小　川　秀　雄 白塚・大竹
二重作茂兵衛 借宿・須賀・粟野・借宿新田
川　澄　信　治 造谷第一・造谷第二・造谷第三・常磐第二
野　口　　　修 石八戸・額相・大戸
鬼　沢　正　義 下太田・上太田・田崎

田　嵜　健　司 鳥栖本郷・鳥栖新田・上冨田・下冨田・
藤沼

大　貫　政　好 柏熊・上諏訪
和　泉　一　司 大蔵・田塚・飯島
金　沢　三　吉 野友・堀ノ内
石　津　一　郎 上沢・荒地・組塚・田子沼・高釜・京知釜

氏名（敬称略） 受持区域
池　田　博　美 駒木根・徳宿新田
中　山　友　明 柏熊新田・湯坪
宇佐見　常　男 飯名・秋山・南野
鎌　田　与　一 徳宿本郷・東野
田　口　一　郎 冷水・勝下

大和田　勝　雄 旭町・御城・仲須・西町・本橋町・上宿・
昭和町・本町・塔ケ崎・西台

伊　東　俊　正 串挽上・串挽下・高田
藤　枝　清　美 子生・子生第二・玉田・野田・三和
磯　山　勝　信 安房南・安房北・安房高野・靭負
高　柳　勝　則 安塚・田中・宮内・烟田・玄生・小高根
山　口　喜　成 青山・美原・下荒地・岡堀米
永　井　　　司 台浜・西部・濁沢・賀山・青山・小角台
栗　田　和　也 勝下新田・西勝下・常磐第一
根　嵜　　　眞 二重作・梶山・和田・金並・吾妻原
海老原　康　廣 新里・寄居・当間・坂戸
小　沼　　　勝 箕輪東・箕輪西・和岡・大神
出　沼　丈　夫 桜本・七軒町・新鉾田・横町・古宿・新町
入　江　道　男 下鹿田・上鹿田・大沼・飯田
田　口　幸　夫 樅山・滝浜新田・滝浜

第１回総会の様子

就任式で鬼沢市長から「市民の信頼がなければ事業
はうまく進まない。地域での活動をはじめ積極的に
市民の中に入って仕事をしていただきたい」と職員
に対し訓示がありました。 鬼沢市長初登庁
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市
の
動
静　
（
10
月
）

　
１　

鉾
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　

策
定
委
員
会

３　

鉾
田
う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ

　
　
（
４
日
ま
で
）

５　

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク

７　

市
議
会
臨
時
会

　
　

J
A
小
中
学
校
へ
給
食
用
新
米
贈
呈
式

９　

茨
城
空
港
周
辺
地
域
資
源
活
用
推
進

　
　

連
絡
会
議
設
立
総
会

　
　

鹿
行
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

14　

全
国
地
域
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

17　

ほ
こ
た
塾
入
塾
式

18　

鉾
田
市
長
選
挙
告
示

23　

鉾
田
市
農
業
委
員
会
臨
時
総
会

27　

茨
城
県
北
鹿
行
市
長
会

28　

鉾
田
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

　
　

協
議
会

31　

鉾
田
市
文
化
祭
（
11
月
３
日
ま
で
）

　
　

秋
季
都
市
緑
化
祭

市議会事務局☎ 33-2111（内線）1311問

鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

◆
開
会　

11
月
30
日
（
月
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

３
階　

市
議
会
議
場

　
　

※ 

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

傍
聴
を
す
る
方
は
お
問
合
せ
の
う
え
、

お
い
で
く
だ
さ
い
。

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

　

世
界
の
恒
久
平
和
と
安
全
は
、
人
類
共
通
の
願
い
で

あ
る
。
こ
の
普
遍
の
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
核
軍
備

の
拡
張
は
依
然
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
人
類
は
核
戦

争
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
は
、
世
界
唯

一
の
核
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
、
被
爆
者

の
苦
し
み
を
世
界
の
人
々
に
訴
え
、
再
び
広
島
、
長
崎

の
惨
禍
を
絶
対
に
繰
り
返
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
鉾
田
市
民
は
、生
命
の
尊
厳
を
深
く
認
識
し
、

国
是
で
あ
る
非
核
三
原
則
が
完
全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
願
い
、
い
か
な
る
国
の
い
か
な
る
核
兵
器
に
対
し
て

も
そ
の
廃
絶
と
軍
縮
を
訴
え
、恒
久
平
和
確
立
の
た
め
、

こ
こ
に
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
と
す
る
こ
と
を
宣
言
す

る
。交

通
安
全
都
市
宣
言

　

鉾
田
市
は
、
国
道
51
号
線
並
び
に
国
道
３
５
４
号

線
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
網
に
よ
り
、
県
央
地
域
、
鹿

島
地
域
及
び
県
南
地
域
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
に
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、
交
通
死
亡
事
故
の
多
発
が
恒
常
的
に
な
り
、

人
口
10
万
人
以
下
の
都
市
で
の
交
通
事
故
死
亡
者
数
が

絶
え
ず
県
下
ワ
ー
ス
ト
上
位
に
位
置
す
る
ま
ち
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
原
因
の
大
半
は
人
的
要
因
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
道
路
交
通
法
規
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の

向
上
が
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
上
で
重
要
か
つ
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、鉾
田
市
及
び
鉾
田
市
民
は
総
力
を
結
集
し
、

関
係
機
関
、
団
体
等
と
協
働
し
、
交
通
道
徳
の
向
上
に

努
め
、
遵
法
精
神
の
高
揚
を
図
っ
て
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
強
力
な
施
策
を

推
進
す
る
た
め
、こ
こ
に
交
通
安
全
都
市
を
宣
言
す
る
。

暴
走
族
追
放
都
市
宣
言

わ
れ
わ
れ
市
民
は
、
人
命
尊
重
の
精
神
に
徹
し
、
正
し

い
交
通
秩
序
の
確
立
と
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
追
放
す

る
社
会
環
境
の
実
現
に
最
大
の
努
力
を
払
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
交
通
秩
序
を
無
視
し
、
集
団
で
暴

走
行
為
を
繰
り
返
し
市
民
の
平
穏
な
生
活
を
著
し
く
脅

か
し
て
い
る
。

　

暴
走
族
の
根
絶
に
は
、
市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
「
暴

走
行
為
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
に
行
か
な
い
」
と

い
う
社
会
的
風
潮
の
確
立
に
一
層
の
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
市
民
の
総
力
で
安
全
で
明
る
い
郷
土
づ
く

り
に
ま
い
進
す
る
た
め
暴
走
族
追
放
都
市
を
宣
言
す

る
。

飲
酒
運
転
撲
滅
都
市
宣
言

　

交
通
事
故
を
な
く
し
、
安
全
で
快
適
な
地
域
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
は
、
市
民
全
員
の
切
実
な
願
い
で
す
。

取
分
け
悪
質
で
危
険
性
の
高
い
飲
酒
運
転
を
撲
滅
す
る

た
め
に
は
、
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
住
民

が
一
丸
と
な
り
、『
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。
許

さ
な
い
。』
と
い
う
強
い
意
識
を
も
た
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

鉾
田
市
は
、
こ
こ
に
改
め
て
交
通
安
全
意
識
の
徹
底

を
強
く
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
飲
酒
運
転
撲
滅
都
市

に
ま
い
進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

鉾
田
市
の
都
市
宣
言
を
決
定

　

都
市
宣
言
は
、
合
併
前
の
各
町
村

に
お
い
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
鉾
田
市
と
し
て
整
理
検
討
を

行
い
９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、
新

た
に
４
つ
の
都
市
宣
言
が
決
定
し
ま

し
た
。

市
役
所　

総
務
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
２
３
・
１
１
２
４

問
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不
動
産
の
権
利
に
関
す
る
登
記
（
所
有

権
保
存
・
所
有
権
移
転
・
抵
当
権
設
定

等
）

不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
登
記
（
土
地

分
筆
・
地
目
変
更
や
家
屋
新
築
・
増
改

築
・
滅
失
等
）

司
法
書
士

土
地
家
屋
調
査
士

11
月
９
日
〜
11
月
15
日

秋
の
火
災
予
防
運
動

水
郷
有
料
道
路
が

 

無
料
に
な
り
ま
す

鹿
行
広
域
消
防
本
部
予
防
課
☎
３
４
〜
７
１
１
９

　
　
　
　
　
　

鉾
田
消
防
署
☎
３
４
〜
０
１
１
９

　
　
　
　
　
　

旭
出
張
所　

☎
３
４
〜
４
１
１
９

　
　
　
　
　
　

大
洋
出
張
所
☎
３
４
〜
５
１
１
９

問

市
役
所　

税
務
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
８
１
・
１
１
８
２

問

茨
城
県
道
路
公
社　

業
務
管
理
室

　
　
　
　

☎
０
２
９
〜
３
０
１
〜
１
１
３
１

問

固
定
資
産
税
に
関
す
る

 

名
義
変
更
等
の
手
続
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
に
土
地
、
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方
に

対
し
て
年
税
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
所
有
者
の
変
更
等
が
あ
る
場
合
は
、
次
の
区
分
に

応
じ
た
登
記
申
請
等
の
手
続
き
を
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
新
築
・
増
改
築
ま
た
は

滅
失
さ
れ
た
と
き

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
変
更
を

さ
れ
た
と
き

　

売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
所
有
者
（
名
義
人
）
変

更
を
さ
れ
た
と
き
は
、
法
務
局
へ
所
有
権
移
転
登
記
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
所
有
権
移
転
登
記
を
今
年
中

に
済
ま
せ
た
と
き
は
、
来
年
か
ら
変
更
後
の
所
有
者
に
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
法
務
局
に
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
（
未
登
記
家

屋
）
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
、
両
市
民
セ

ン
タ
ー
総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
が
亡
く

な
ら
れ
た
と
き

　

所
有
者
（
名
義
人
）
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

法
務
局
へ
相
続
登
記
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
に
期
間
を
要
す
る
場
合
は
、
固
定
資
産
税
に
関

す
る
書
類
を
受
け
取
る
代
表
者
を
相
続
人
の
間
で
調
整
い

た
だ
き
、「
相
続
人
代
表
者
指
定
届
」
を
市
役
所
税
務
課

ま
た
は
、
両
市
民
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ
へ
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
法
務
局
に
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
（
未
登
記
家

屋
）
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
、
両
市
民
セ

ン
タ
ー
総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
記
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

不
動
産
（
土
地
・
家
屋
）
の
登
記
申
請
の
基
本
は
、
登
記
権
利

者
と
登
記
義
務
者
の
共
同
申
請
で
す
が
、
一
般
的
に
は
次
の
区
分

に
応
じ
た
専
門
家
に
依
頼
す
る
代
理
申
請
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
登
記
家
屋

家
屋
の
登
記

及
び
登
記
済

家
屋

法
務
局
に
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
家
屋

（
未
登
記
家
屋
）の
滅
失（
取
り
壊
し
）を
行
っ

た
場
合
は
、
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
、
両
市

民
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

法
務
局
（
水
戸
地
方
法
務
局
鹿
嶋
支
局
）
へ

登
記
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

古
く
な
っ
た
消
火
器
の

 

廃
棄
処
分
に
つ
い
て

　

最
近
、
古
く
な
っ
た
消
火
器
に
よ
り
破
裂
事
故
が
全
国
的

に
発
生
し
、
死
傷
者
が
出
て
い
ま
す
。

　

つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
速
や
か
に
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

● 

消
火
器
は
、
粗
大
ゴ
ミ
や
一
般
ゴ
ミ
と
し
て
回
収
に
は
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

● 
消
火
器
は
、
絶
対
に
分
解
し
た
り
、
レ
バ
ー
を
握
っ
て
放

射
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
消
火
器
は
、
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

● 

消
火
器
の
廃
棄
処
分
は
、
販
売
店
又
は
処
分
業
者
に
引
き

取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
、
安
全
の
た
め
に
古
い
消
火
器
を
引
き
取
っ

て
く
れ
る
業
者
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

近
く
の
消
防
署
等
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
火
災
の
多
発
期
、

　

暖
房
器
具
等
の
火
災
に
注
意
！

【
路
線
名
】
水
郷
有
料
道
路

 

（
県
道
水
戸
神
栖
線
）

【
区
間
】
潮
来
市
延
方

 

〜
神
栖
市
筒
井

【
延
長
】
９
．
３
ｋ
ｍ

【
無
料
開
放
年
月
日
】

 

平
成
21
年
12
月
31
日
〜

■
回
数
券
払
戻
に
つ
い
て

　

回
数
券
の
払
戻
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
回
数
券
払
戻
申

請
書
（
※
）」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
残
回
数
券
を
添

え
て
ご
請
求
下
さ
い
。

▼
払
戻
期
間
：
平
成
22
年
３
月
31
日
（
水
）
ま
で

 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所

　

①
茨
城
県
道
路
公
社
（
本
社
）

　
　

受
付
時
間　

９
時
〜
17
時

　
　

住　

所
：
〒
３
１
０

－

０
８
５
２

　
　

茨
城
県
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８

－

２
５

　
　
（
茨
城
県
開
発
公
社
ビ
ル
６
Ｆ
）

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
９

～

３
０
１

～

１
１
３
１

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９

～

３
０
１

～

１
１
４
０

　
　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w
.i-road.or.jp 　

 

　
　

E
-m
ail

：honsha@
i-road.or.jp

　

②
水
郷
有
料
道
路
管
理
事
務
所

　
　

受
付
時
間　

９
時
〜
19
時

　
　

住　

所
：
潮
来
市
徳
島
１
７
１
２

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
９
９

～

６
６

～

４
２
７
７

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９
９

～

６
６

～

０
４
２
５

▼
払
戻
方
法　

　

現
金
又
は
銀
行
振
込

　
（
現
金
で
の
払
戻
の
場
合
）

　
　

①
又
は
②
に
残
回
数
券
と
申
請
書
持
参

　
（
銀
行
振
込
で
の
払
戻
の
場
合
）

　
　

①
に
残
回
数
券
と
申
請
書
持
参
又
は
郵
送

※
払
戻
申
請
書
は
、
道
路
公
社
本
社
①
、
事
務
所
②
、
及
び

公
社
Ｈ
Ｐ
で
入
手
で
き
ま
す
。



社会保険庁

廃止
公的年金の
運営業務

公的年金の
財政責任
運営責任

（
平
成
22
年
１
月
１
日
）

厚
生
労
働
省

日
本
年
金
機
構

広報ほこた H21.11

2009.115

市
役
所　

保
険
年
金
課
国
保
給
付
係

　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
１
２
３
・１
１
２
４

問

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

 

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
と
は
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
、
先

発
医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
、
同
じ
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。

〜
来
年
１
月
１
日
ス
タ
ー
ト
〜

「
日
本
年
金
機
構
」

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、

医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
実
際
に

服
用
し
た
場
合
も
、
効
き
始
め
る
ま
で
、
ま
た
、
効
果
が
続

く
時
間
に
変
化
が
な
い
か
、
効
き
目
は
同
じ
か
ど
う
か
な
ど

に
注
意
し
て
、
薬
の
変
更
前
と
異
な
る
よ
う
で
し
た
ら
、
す

ぐ
に
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

処
方
せ
ん
に
あ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
「
変
更
不
可
」

の
欄
に
、
医
師
の
サ
イ
ン
が
な
け
れ
ば
、
薬
局
で
薬
剤
師
さ
ん
に

相
談
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

お
医
者
さ
ん
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
と
い
う
価
格
の
安
い
薬
の
こ

と
を
知
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
変
え
る
こ

と
は
可
能
で
す
か
？
」
と
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、

　

新
た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
発
足
し
ま
す

■ 

社
会
保
険
事
務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称

が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
引
き

続
き
利
用
で
き
ま
す
。

■ 

「
年
金
事
務
所
」
は
、
現
在
あ
る
社
会
保
険
事
務
所
の
建

物
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
所
在
地
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

こ
れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務
所
の
名
義
で
案

内
さ
れ
て
い
た
各
種
の
関
係
書
類
は
、
内
容
に
よ
り
、
今

後
は
厚
生
労
働
省
又
は
日
本
年
金
機
構
の
名
義
で
案
内
さ

れ
ま
す
。

■ 

日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
公
的
年
金
の
運
営

業
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
公
的
年
金
制
度

は
、
国
の
制
度
と
し
て
、
そ
の
財
政
や
運
営
に
国
が
引
き

続
き
責
任
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
月
間

 

で
す

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
に

は
、
た
め
ら
わ
ず
に
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
う
た
め
の
行
動

を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
あ
な
た
」
か
ら
の
連
絡
が
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
に
は
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

連
絡
（
通
告
）
し
た
人
の
秘
密
は
法
律
で
守
ら
れ
て
い
ま

す
。

【
連
絡
相
談
場
所
】

●
茨
城
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
鹿
行
児
童
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
３
〜
４
１
１
９

●
市
福
祉
事
務
所　

子
ど
も
家
庭
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
５
７
２

【
家
庭
児
童
相
談
室
】

　

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
鉾
田
市
福
祉
事
務
所
家
庭
児
童
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
５
７
９

平成　　　　年　　　　月　　　日

保険医署名

後発医薬品（ジェネリック医薬品）
への変更不可の場合、以下に署名

公費負担者番号 平成 　　　年 　　　月 　日

公費負担医療
の受給者番号

保険医署名

後発医薬品（ジェネリック医薬品）
への変更不可の場合、以下に署名

【処方せん】

水
戸
南
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　

☎
０
２
９
〜
２
２
７
〜
３
２
７
８

市
役
所　

保
険
年
金
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
２
６

問

ポ
イ
ン
ト
１

● 

先
発
医
薬
品
よ
り
安
価
で
、
経
済

的
で
す

　

患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
の
軽
減
、
医
療
保
険
財
源
の
改

善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
価
格
は
品
目
ご
と
に
様
々
で
す
が
、
先
発
医
薬
品
の
半

額
以
下
の
薬
も
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
２

● 

効
き
目
や
安
全
性
は
、
先
発
医
薬

品
と
同
等
で
す

　

国
で
は
、
後
発
医
薬
品
が
先
発
医
薬
品
と
同
じ
レ
ベ
ル

で
品
質
・
有
効
性
・
安
全
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
欧
米
と
同
様
の
基
準
で
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
薬
の
形
、
色
や
味
は
、
先
発
医
薬
品
と
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。　

ポ
イ
ン
ト
３

● 

欧
米
で
は
、
幅
広
く
使
用
さ
れ
て

い
ま
す

　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
使
用
さ
れ

て
い
る
医
療
用
薬
品
の
約
半
分
が
後
発
医
薬
品
。
日
本
の

後
発
医
薬
品
の
シ
ェ
ア
は
、
２
割
に
満
た
な
い
の
が
現
状

で
す
。

病
院
・
診
療
所
の
近
く
や
近
所

の
薬
局
で
処
方
せ
ん
を
も
ら
う

場
合
（
院
外
薬
局
）

１

病
院
内
で
お
薬
を
も
ら
う
場
合

（
院
内
薬
局
）

２
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■赤い羽根共同募金
　10月１日から赤い羽根共同募金運動
が開始されました。同募金は、民間福
祉活動を支援し、高齢者や障害のある
方、子育て中の方などすべての人が安
心・安全に暮らしていくためのまちづ
くりを目指し実施されています。
　市社会福祉協議会では、市役所を始
めとする官公庁やスーパーなどでキャ
ンペーンを実施し募金への協力を呼び
かけました。

■全国地域安全運動
　キャンペーン
　10月14日、市内スーパーの駐車場で、
全国地域安全運動キャンペーンが実施
されました。とりのす保育園児たちに
よるドリル演奏を織り交ぜながら、防
犯連絡員、セーフティーマイタウン推
進員、青少年指導委員、鉾田地区防犯
協会女性部などにより子どもや女性の
犯罪被害防止、振り込め詐欺防止を呼
びかけました。

■障害者福祉懇談会
　９月24日、障害者福祉に関する懇談
会（主催：市身体障害者福祉協議会）
が開催され、市に対する要望や意見交
換が行われました。
　懇談会では、障害者の意見を聞く機
会、制度等の情報をより分かりやすく
伝えてもらいたい、公共施設等で障害
者に配慮した改善を行ってもらいたい
など障害者の視点に立った施策への期
待が寄せられました。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

　９月26日、カシマサッカースタジアムで毎年恒例
となった、ホームタウンデイズ「鉾田の日」が開催
されました。この日は、鉾田市に在住・在勤・在学
の小中学生又は65歳以上の方が無料招待、それ以外
の方は1000円で試合観戦ができました。今年は、市、
市産地ブランドアップ振興協議会、JA、養豚組合
が出展し、特産物や加工品販売を行い会場を盛り上
げました。
　また、市内の４つのサッカースポーツ少年団の子ど
もたちも参加し、フリーゲームを行いプロ選手が使用
する芝を体験したり、アントラーズの選手と手をつな
いで入場するエスコートキッズをつとめました。

鉾田の日
～鹿島アントラーズホームタウンデイズ～

　10月７日、８日の２日間、「農業高校生のインターハイ」と呼ばれる日本学校
農業クラブ全国大会が県内６市町村を会場として茨城県で初めて開催されまし
た。大会は、研究成果を発表するプロジェクト発表会、意見発表会や平板測量、
農業鑑定、農業情報処理、家畜審査の各競技、また、クラブ員代表者会議などが
行われました。
　農業情報処理競技会は、７日に大洗町総合運動公園体育館で実施され、大会運
営を鉾田農業高校の生徒が担いました。同高校の生徒たちは、会場設営、参加者
の受付、交通誘導、競技会・開会式等の司会・進行、問題用紙配布など運営の全
般を任され、全国の高校生たちを前に堂々とふるまい、それぞれの役割をしっか
りと務めました。

日本学校農業クラブ全国大会
～鉾田農業高校が大会運営～

■消防ポンプ操法競技大会
　10月18日、第60回茨城県消防ポンプ
操法競技大会鹿行地区大会が開催さ
れ、市を代表してポンプの部に徳宿本
郷分団、小型ポンプの部に常磐分団が
出場しました。
　各分団とも約２ヶ月間、団員が一丸
となって訓練に励んだ成果を存分に発
揮し、きびきびとした動作で観衆を魅
了しました。徳宿本郷分団は準優勝、
常磐分団は３位入賞を果たしました。

生徒実施委員長として挨拶する宮本
英幸さん（鉾田農高・３年）

農業情報処理競技会（大洗町総合運動公園体育館）の様子



【小学生の部】
◇市長賞　粕尾絵美（青柳小）　◇議長賞　佐伯翔琉（旭東小）　◇警察署長賞　
中根貴大（徳宿小）　◇教育長賞　小沼大将（巴第一小）　◇交通安全協会長賞　
西澤駿介（舟木小）　◇安全運転管理者協議会長賞　草野飛佑馬（大和田小）　
◇交通安全母の会長賞　梶山菜都美（新宮小）　◇佳作　島田真衣（諏訪小）・中
根麻鈴（当間小）・飯塚大貴（野友小）・二重作綾乃（旭南小）・須賀野里奈（旭西小）・
川上愛奈（旭北小）・栗田紗弥（大竹小）・岩田武流（串挽小）・中島一輝（上島東小）・
飯岡夏穂（上島西小）・相川綾音（白鳥西小）
【中学生の部】
◇市長賞　薄井雄一朗（鉾田北中）　◇議長賞　塙さとこ（鉾田南中）　◇警察署
長賞　榊原千夏（大洋中）
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交通安全作文コンクール
　小中学生を対象とした平成21年度交通安全作文コンクール（主催：
市交通対策協議会）の入賞作品が発表されました。
　毎年、同コンクールは、児童生徒の交通安全に対する意識啓発を
図り、入賞作品を表彰・公表することにより市民の交通安全意識を
高めるため実施されています。
　今年は、小学校18校、中学校３校から、学年ごとに代表作１点の
応募があり、素晴らしい作品が集まりました。入賞作品は、作品集
にまとめられ、入賞者及び各学校に配布されます。

◆小学生の部　市長賞　　『ルールをまもってレッツゴー』　　鉾田市立青柳小学校　三年　粕尾絵美

　わたしは、三年生になるのが楽しみでした。わたしの住んでいる借宿地区の中を自転車で乗ることができるからです。
　交通安全教室も学校で行いました。いよいよ自転車で友だちの家に遊びに行くことができます。ペダルをこいでいると風がほっぺ
たにあたって、とても気持ちよく、気分もワクワクしてきました。自転車に乗ることは、とても楽しいです。わたしが特に好きなのは、
友だちといっしょにサイクリングすることです。
　でも、そんなある日、坂の所でいつもはしっかり止まっていたのに、その日にかぎってスーっと通りすぎてしまいました。その時
わきからトラックが来て、もうすこしでぶつかりそうになったことがありました。わたしは、とてもびっくりして心ぞうがドキドキ
しました。坂や交さ点ではしっかり止まろうとはんせいしました。
　また、わたしが自転車で出かける時、お父さんとお母さんがとても心配します。わたしが、「だいじょうぶ、だいじょうぶ。」と言
うと、お母さんが、「お姉ちゃんが転んでケガをしたことがあるんだよ。だから、ゆだんして自転車に乗っているとあぶないんだよ。」
と、話してくれました。お姉ちゃんのひざには、ケガをした時のきずが今でものこっています。　私は、かるい気持ちで「だいじょ
うぶ」と言っていたなと思いました。自転車は、楽しくてべんりな乗り物だけど、ゆだんしたり交通ルールをまもらなかったりすると、
とてもきけんな乗り物になります。自分の身は自分でまもらなければなりません。
　これからは、自転車に乗る前にブレーキの点けんをします。左右をよく見て、車が来ていないかをしっかりかくにんします。スピー
ドを出しすぎないようにします。交通ルールをきちんとまもって、楽しく自転車に乗りたいです。

■ライフセービング大会、
　　　　　　　鉾田で開催
　10月18日、水難事故防止や人命救助を行
うライフセービングクラブの大会「ジャパ
ン　ライフセービング　スーパーシリーズ
2009海救」の第３戦（最終戦）が大竹海岸
で開催され、全国から14クラブ約200名の
ライフセーバーが日ごろの鍛錬の成果を発
揮しあいました。大竹の海水浴場で監視活
動を行っている大竹サーフライフセービン
グクラブも参戦するとともに開催クラブと
して大会運営に携わり活躍していました。

■調理専門学校生、
　　　　　鉾田で収穫体験
　９月と10月の２回、フランス料理・イタ
リア料理のシェフやパティシエ（菓子職人）
などを目指している専門学校の生徒たちが
市内で農作業を体験しました。市と市産地
ブランドアップ振興協議会・中川調理技術
専門学校（水戸市）の共催により、調理を
学んでいる学生に、農作物を身近に感じて
もらおうと実施されたもので、参加した生
徒の一人（20歳）は「農業の大変さを実感
しました。自然の恵みを生かせる料理づく
りを目指したいです」と語ってくれました。

■市内ＪＡ、小中学校へ
　　　　　　　新米１０俵
　10月７日、ＪＡかしまなだ（木村和利理
事長）・ＪＡ茨城旭村（坂田薫組合長）か
ら学校給食に鉾田産のお米を使用すること
で食育を推進し、「食」について考えや判
断力を養ってもらうことを目的として、市
内小中学校に合わせて10俵の新米が贈呈さ
れました。木村理事長は「丹精こめて作ら
れたお米です。いっぱい食べて、食につい
てよく勉強してください」と児童たちに声
をかけました。

●安全運転競技大会
　10月22日、ドライバーの安全運転技術の向
上と交通安全意識を高め、地域の交通安全
に寄与することを目的に鉾田自動車学校で、
８事業所16人が参加して鉾田地区安全運転
競技大会（主催：鉾田地区安全運転管理者
協議会）が開催されました。男子部門と女子
部門に分かれて学科と実技競技の合計得点が
競われ、女子部門で優勝した田口真紀さんは、
「初心を忘れず、これからも無事故・無違反
で安全運転に努めます」と話してくれました。

●串挽小交通安全パレード
　９月25日、串挽小交通安全パレードが行
われました。パレードは市営住宅スカイタ
ウンを出発し新川岸地区までの約２キロの
コース。串挽小の４年生から６年生で編成
した鼓笛隊80名とＰＴＡ役員と保護者、交
通安全関係団体、鉾田警察署員が参加しま
した。「今年で22回目を迎えます。パレー
ドが行われるようになり、事故が無くなり
ました。ＰＴＡや地域の皆さんのおかげで
す」と足立校長先生が話してくれました。

●交通安全を呼びかけ、
　　　　　　高齢者宅訪問
　「毎日、歩いて買い物に行きます。交通
事故にあわないように気をつけ、夜は歩か
ないようにしています」と95歳になる瀬端
美代さん（写真）。
　９月25日、秋の交通安全運動の一環とし
て、市長、鉾田警察署長をはじめ、交通安
全母の会、防犯協会女性部が５班に分かれ
419軒の高齢者宅を訪問し高齢者の事故防
止、犯罪被害防止を呼びかけました。

みんなで取り組もう交通安全
年末に向けた交通死亡事故抑止緊急対策期間：11/ １～ 12/31
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こむこむ ほこた

HOKOTA
Community & Communication

第５回鉾田市民音楽祭
　９月27日、大洋公民館で第５回鉾田市民音楽祭が開催されました。
11組の個人及びグループが出演し、尺八、詩吟、三味線、バンド演
奏やフラダンス等が披露されました。準備から運営まで市民による鉾
田市民音楽祭実行委員が中心になって進められ、音楽祭を盛り上げま
した。

さんて旬菜館10周年記念秋の収穫祭
　10月、秋の実りの時期を迎え、市内の直売所などではいろいろな
イベントが催されました。
　さんて旬菜館では、10月10、11日に秋の収穫祭が催され、新米を
はじめとする特産品販売、舞踊ショー、餅まきや10周年を記念した
式典なども行われ、大勢の買い物客とともに祝いました。

のぞみ実習田稲刈り
　９月18日、のぞみ実習田の稲刈りが行われました。障害者の自立
を支援する地域活動支援センター「のぞみ」と「スマイルハウス」の
利用者、ボランティアなど約50人が参加し、台風の影響で倒れてし
まった稲を腰を曲げながら一生懸命刈り取りました。台風の影響も多
少はありましたが、お米の出来栄えは上々とのことでした。

ほこた塾入塾式
　10月17日、市民によるまちづくり塾「第10期ほこた塾」の入塾式
が行われました。第１回講座では、茨城大学の帯刀治教授を講師に迎
え、「これからの地域づくり・住民の社会参加」と題して講演が行わ
れました。また特別講師として茨城新聞社の冨山章一氏も駆けつけら
れジャーナリストの視点からの地域づくりについて講義が行われまし
た。今後全16回の講座が開催されます。

商工青年祭2009
　10月17日、鉾田市役所駐車場を会場に鉾田市商工会青年部（小島
達也部長）主催により、市商工会が合併して初の商工青年祭が開催さ
れました。部員手作りの屋台が軒をならべ、気球体験や餅まきなども
行われ、家族連れなどの来場者は秋の行楽シーズンを満喫していまし
た。小島部長は、「日ごろの地域の皆さんへの感謝と部員の団結を目
的に開催しています。現在、新入部員募集中です」と話してくれました。

第20回鉾田市花いっぱいコンクール
　10月２日、環境美化意識や自然を愛する感性を育むとともに、花づ
くりを通した地域コミュニティの再生活性化を図る目的で行われてい
る「花いっぱい運動」のコンクール表彰式が行われました。
【受賞団体】（最優秀賞のみ掲載）◇フラワーロードの部　青山保育園・靭負すみ
れ会・半原区花壇　◇地域の部　上冨田松久保会　◇学校の部小中学校　野友
小・鉾田小・鉾田南中・諏訪小・旭東小　◇学校の部保育園幼稚園　鉾田幼稚園

学校の部で受賞した諏訪小の花壇

表彰を受けた旭東小の児童代表



広報ほこた H21.11

2009.119

　10月26日、文部科学省の委託を受けて諏訪小学校５・６年生
が２年間にわたって行ってきた、小学校における武道（柔道）指
導実践事業の中間報告会が、６年生による授業公開とともに行わ
れました。今年度は、県内で諏訪小１校のみが委託校となり、生
徒たちは大勢の先生方が見学をする中、楽しみながら取り組んで
いました。

授業公開の様子

ＳＰＯＲＴ
　９月26日旭武道場で鉾田市近隣の中学校17校が出場し、鉾田
市中学校柔道大会（市教育委員会主催）が行われました。決勝トー
ナメントに出場した旭中男子団体の部（写真）が３位に入賞しま
した。

第４回鉾田市中学校柔道大会

　９月20日鉾田総合公園で、鉾田市中学校剣道大会（市体育協
会主催）が行われ鉾田市近隣の中学校30校が出場しました。

　10月18日、鉾田総合公園で行われた鉾田市弓道大会（市
体育協会主催）は、約140名の高校・一般の選手が出場しま
した。選手たちは、緊迫した空気の中、日頃の鍛錬の成果
を矢に込め36cmの的に向かって弓を引いていました。

大会結果（市内）
団体一般の部
３位　鉾田支部Ａ

個人一般の部
２位　宮内大和
　　　（鉾田支部）

第２３回鉾田市弓道大会

　10月18日、鉾田総合公園で鉾田市民バレーボール大会（鉾
田市体育協会主催）が行われ高校生・一般男子、女子の選
手達が出場しました。試合の前には、つくばユナイテッド
SunGAIA のスーパーエース上場雄也選手がウォーミング
アップ指導に訪れ股関節運動などの指導を行いました。

大会結果
〈男子の部〉
優　勝　鉾田一高
準優勝　鉾田二高
〈女子の部〉
優　勝　Ｂ－ＶＡＰ
準優勝　鉾田一高
〈ママさんの部〉
優　勝　ＴＯＣ
準優勝　モンキーズ
第３位　成友会

第５回鉾田市民バレーボール大会

　10月23日大竹小学校が、文部科学省と日本体育協会が実施し
ている「トップアスリート派遣指導事業」の対象校に選ばれ、元
体操女子日本代表選手で1992年のバルセロナオリンピックに出
場した瀬尾京子さんが訪れ、豊かな経験と卓越した技術をもとに、
講話や実演指導を行いスポーツの魅力を伝えました。

解説をする瀬尾さんと、元中国代表選
手の高堰雪梅さんによる実技の披露

トップアスリート派遣指導事業

第４回鉾田市中学校剣道大会

武 道 指 導 実 践 事 業

　10月18・24日、鉾田総合公園外３ヶ所で鉾田市近郊の少年野
球チーム16チームが参加して、ロータリークラブ杯少年野球大会
が行われました。近隣市町村との交流大会として開催されている
もので、子どもたちは、日頃の練習の成果を存分に発揮しました。

大会結果　優　勝　潮来レッズ
　　　　　準優勝　旭ヤングスター
　　　　　３　位　玉造ジャイアンツ
　　　　　４　位　鉾田ツインズ

第１２回鉾田ロータリークラブ杯少年野球大会
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日時　11/23（月）13：00～ 18：00
電話番号　029－222－3676
　　　　　029－222－3677
相談内容　 賃金未払いやサービス残業など、労

働トラブルに関する相談
主催　茨城司法書士会

全国一斉労働トラブル１１０番
（無料・電話相談）
問　茨城司法書士会☎029－ 225－ 0111

期間　11/15（日）～ 21（土）
　　　平　日　８：30～ 19：00
　　　土・日　10：00～ 17：00
電話番号　0570－070－810
 （全国共通ナビダイヤル）
相談員　人権擁護委員・法務局職員

問　水戸地方法務局人権擁護課☎029－ 227－ 9919

全国一斉女性の人権ホットライン

　就職及び生活に悩むお母さん（母子家庭）を
支援するための相談です。下記受付時間にお問
い合わせください。
受付時間　毎週月～金曜　９：00～ 17：00
 （祝日除く）　　

問　県鹿行県民センター県民福祉課
　地域福祉グループ☎0291－ 33－ 6264

お母さん（母子家庭）の就労相談

invite募集します

問　市役所都市建設課　☎33－2111（内線1274）

市営住宅（スカイタウン）入居者募集

申込締切11/13（金）
募集戸数　２戸（鉾田市串挽1311番地）
　　　　　5312号、5520号
申込書配布場所　市役所都市建設課
　　　　　　　　旭市民センター（管理Ｇ）
　　　　　　　　大洋市民センター（管理Ｇ）
抽選会　11/26（木）10：00
会場　　鉾田市役所　2階　大会議室
■ 入居資格がありますので、申込する方は問合
せください。

申込締切11/30（月）
日時　12/13（日）13：30～ 15：00
 （受付12：30から）
場所　大洋公民館
内容　テーマ「目で見る認知症ケア」
　　　　講師　六角僚子氏
　　　　（ＮＰＯ法人　認知症ケア研究所代表）
　　　寸劇　劇団いくり
定員　300名
申込方法　電話又はＦＡＸ（住所・氏名記載）
主催　市介護保険課
　　　鉾田市ケアマネージャー研究会

問　市役所介護保険課地域包括支援センター
☎33－2111（内線1590・1591）
FAX 33－ 3717　　　　　　　　　　

認知症フォーラム（無料）

日時　11/15（日）13：00～ 16：30
場所　水戸市民会館
内容　 朗読劇、トークショー、子守唄コンサー

ト等
申込方法　ＦＡＸ、郵送、Ｅメールで申込
※ 申込用紙は鉾田市福祉事務所子ども家庭課に
も備え付けてあります。

問　県子ども家庭課少子化対策室☎029－ 301－ 3261
FAX029－ 301－ 3269　　　　　　

　Eメール jifuku4@pref.ibaraki.lg.jp

子育て（親子のきずな）フォーラム（無料）

受験種目　陸上自衛隊高等工科学校生徒
応募資格　 平成22年４月１日現在、15歳以上

17歳未満の男子で、中学校卒業者
又は中等教育学校の前期課程修了者
（平成22年３月に中学校卒業又は中
等教育学校の前期課程修了見込み者
含む）

受付期間　11/ １（日）～１/８（金）
試験日　１次　１/23（土）　筆記試験、作文

問　自衛隊茨城地方協力本部百里分駐所
☎0299－ 52－ 1336

自衛官募集

日時　２/13（土）13：30～ 15：00
場所　レイクエコー
内容　テーマ「笑いと健康」
　　　講師　三遊亭　楽太郎氏（落語家）
定員　308名（定員になり次第締切）
申込方法　 個人の場合　電話、ＦＡＸで下記事

項をお伝え下さい。
　　　　　 講演会名、氏名、居住市名、電話、

ＦＡＸ番号
団体の場合（５名以上）　申込用紙にて申込
申込開始日　12/ １（火）から

問　レイクエコー☎0299－ 73－ 2300
　　　　　　　FAX 0299－ 73－ 3925

げんでん　ふれいあい文化講演会（無料）

日時　11/15（日）13：30～ 16：00
場所　常陸大宮市文化センター・ロゼホール
講演　「国際協力の現場
 ～アフガニスタンの体験から～」
　　　　講師　青木　真理子氏　
　　　　（ 特定非営利活動法人　難民を助ける

会プログラムコーディネーター）
　　　「裸足の天使たちの夢」
　　　　講師　堤　可厚氏
　　　　（杏林大学医学部客員教授）
主催　カシシ・プロジェクト

「できること」から始めよう
国際交流講演会 in常陸大宮
（無料・申込不要）
問　カシシ・プロジェクト事務局☎090－ 1457－ 9089

lecture forum講演会・フォーラム

問　実行委員会事務局（市教委生涯学習課内）　☎37－4342

青少年のための科学の祭典鹿行地区大会

　実験や工作を通して、科学の面白さ , 楽しさ ,
不思議さを体験できる絶好の機会です。「Dr.
ナダレンジャーの自然災害実験教室」「さわっ
てみよう！海の生き物」など32種類におよぶ
体験が用意されています。是非、ご家族でご参
加下さい。
日　時　11/29（日）９：30～ 15：30
場　所　鉾田南中学校
入場料　無　料

eventsイベント

子育て応援特別手当の執行停止につ
いて「厚生労働省からのお知らせ」

　子育て応援特別手当（平成21年度版）
に関しまして、厚生労働大臣よりその執行
を停止するとの通知がございました。支給
対象者の皆様をはじめ多くの方々に大変な
ご迷惑をおかけいたしましたことを心より
お詫び申し上げます。

詳しくは、厚生労働省ＨＰをご覧ください。
厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/

問　市役所子ども家庭課
☎33－2111（内線1572）

申込締切11/20（金）
日時　12/ ５（土）14：00～ 16：00
　　　　　　　　　（受付開始　13：15）
会場　小美玉市小川文化センター
出演　航空中央音楽隊
費用　入場及び駐車場ともに無料
申込方法　 往復ハガキ（応募代表者の住所、氏

名、電話番号、応募者全員の氏名と
年齢を明記）又は基地ホームページ
から応募（応募者多数の時は抽選）
※１枚で４名まで申込可能

応募先　〒311－3494　
　　　　航空自衛隊第７航空団広報班音楽祭　係
主催　航空自衛隊百里基地
　　　百里基地周辺市町協力会

問　航空自衛隊第７航空団広報班音楽祭　係
http://www.mod.go.jp/asdf/hyakuri/
☎ 0299－ 52－ 1331（内線2587）

百里基地音楽祭（無料）

問　市役所健康増進課☎33－3691

秋の鹿島灘祭り

日時　11/21（土）22（日）10：00～15：00
　　　※ 荒天の場合中止になるイベントもあり

ます
場所　鹿島灘海浜公園
内容・ 鉾田産農産物や水産加工品のタイムサー

ビス
　　・保育園・幼稚園児による演奏
　　・イベントボランティアによるライブ
　　・新秋そば手打ち実演販売（21日のみ）等
主催　鉾田市
　　　鉾田市鹿島灘海浜公園利用促進協議会

受付相談日　11/ ９（月）
　大洋市民センター９：00～ 12：00
　旭市民センター　13：00～ 16：00
内容　 農業委員会に関する各種申請書の受付と

審査

問　市役所農業委員会☎33－2111（内線1251・1252）

農業委員会からのお知らせ

日時　１/10（日）受付９：30　開式10：30
会場　鉾田総合公園体育館
対象者　 平成元年４月２日～平成２年４月１日

生まれの方
（対象者への通知について）
・ 11月１日現在鉾田市に住所がある方に事前
にはがきでご案内いたします。

・ 鉾田市に住所がない方で式典に出席を希望す
る方は生涯学習課までお申し出ください。

受付期限
　11月30日（月）まで

問　鉾田市教育委員会生涯学習課☎37－4342

鉾田市成人式のお知らせ
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　所得税の予定納税（第２期分）の納税は、
11月30日（月）までです。納税が期限に遅れ
ますと、期限の翌日から納付される日まで延滞
税がかかる場合がありますのでご注意ください。
<納付方法 >
～振替納税を利用している方～
　11月30日（月）に指定の金融機関の口座か
ら、自動的に納付されます。納期限前日までに
口座の残高をご確認ください。
～振替納税を利用していない方～
　金融機関又は税務署で納付してください。納
付税額が30万円以下の場合は、バーコード付
納付書を使用して、コンビニエンスストアで納
付することができます。また、インターネット
を利用して電子納税をご利用いただけます。電
子納税の利用方法は、国税庁ホームページでご
確認ください。

所得税の予定納税（第２期分）の納
税をお忘れなく！１１月３０日まで
問　潮来税務署☎0299－ 66－ 6931

　自動音声案内で「１」を選択

　自動車や各種機械の燃料として使用される軽
油の購入代金には軽油引取税という地方（県）
税が含まれており、皆さまの暮らしを支える貴
重な財源となっております。
　灯油や重油等をそのままディーゼル車の燃料
として使用したり、これらと混和した軽油を使
用することは脱税行為であり、軽油引取税が追
徴されます。また、不良燃料の使用は不完全燃
焼をおこし故障の原因となるだけでなく、その
排気ガスによって地域の皆様に迷惑をかけ、環
境にも悪い影響を与える重大な犯罪です。
　豊かな自然環境をまもり、住みよい郷土をつ
くるためにも、正しい軽油を使いましょう。

問　茨城県行方県税事務所　課税第一課
☎0299－ 72－ 0483

正しい軽油を使いましょう

　犯罪被害給付制度は、殺人等の故意の犯罪行
為により、不慮の死を遂げた被害者のご遺族、
身体に重傷病を負った被害者の方、障害が残っ
た被害者の方に対して、社会の連帯共助の精神
に基づき、国が犯罪被害者等給付金を支給して、
その精神的、経済的打撃の緩和を図り、再び平
穏な生活を営むことができるよう支援するもの
です。詳しくは、お問い合わせ下さい。

問　茨城県警察本部警務部警務課犯罪被害者支援室
☎029－ 301－ 0110（内線2672）

犯罪被害給付制度

　茨城労働局では、茨城県最低賃金（地域別最
低賃金）を時間額678円（改正前676円：引上
げ額２円）に改正しました。この最低賃金額は
平成21年10月８日から適用されます。最低賃
金制度は、最低賃金法に基づき国が賃金の最低
限度を定め、使用者は、その最低賃金額以上の
賃金を労働者に支払わなければならないとする
制度です。
　仮に、最低賃金額より低い賃金を労働者と使
用者双方の合意の上で定めても、それは法律に
よって無効とされ、最低賃金額と同様の定めを
したものとみなされます。

茨城県最低賃金１０月８日から改定
時間額６７８円（２円引上げ）
問　茨城労働局労働基準部賃金室☎029－ 224－ 6216

　ＮＴＴ東日本では地球環境保護・資源の有効
活用のため、古い電話帳のリサイクルを積極的
に推進しています。新しい電話帳を各ご家庭に
11月中にお届けしますので、その際古い電話
帳を配達員へお渡し下さい。ご不在等で電話帳
を回収できなかったお客様へは、改めて回収に
お伺い致しますので、ご連絡頂きますようお願
い致します。

問　タウンページセンタ
　　フリーダイヤル☎0120－ 506－ 309

回収します！あなたの家の古い電話帳！

　労働者（アルバイトを含む）を１人でも雇っ
ている事業主は、労働保険（労災保険・雇用保
険）に加入する義務があります。
　保険制度の詳細及び加入手続きについては、
茨城労働局、最寄りの労働基準監督署または、
ハローワーク（公共職業安定所）へお尋ねくだ
さい。

１１月は労働保険適用促進月間です
一人でも雇ったら、入ろう「労働保険」
問　茨城労働局労働保険徴収室☎029－ 224－ 6213

　共同住宅（アパート・マンション）内の共同
受信施設や、建物等による受信障害対策として
設置された共同受信施設の地上デジタル化に対
して助成制度がスタートしています。
　施設の地上デジタル化対応において、経費負
担が過重となる場合（世帯当たり３万５千円以
上）、国の助成が受けられます。ただし、国・
地方公共団体等が所有する共同受信施設は助成
対象となりません。
　助成を受けるには、改修工事の実施前に申請
を行う必要があります。共同住宅の共同受信施
設に対する助成金制度は2010年１月15日、受
信障害施設デジタル化の助成金制度は2009年
12月28日が申請の締切となっています。
　助成制度の詳しい内容については、ホーム
ページ（http://www.digisuppo.jp）をご覧
ください。

問　デジサポ助成金相談窓口☎0570－ 093－ 724
（ＩＰ電話等がつながらない方は、☎03－5623－ 3121）
　助成金申請受付　総務省茨城県テレビ受信者支援センター

☎029－ 224－ 0064

共同受信施設の地デジ化助成制度

　国の教育ローンは、高校、短大、大学、専修
学校、各種学校や外国の高校、大学等に入学・
在学するお子様をお持ちのご家庭を対象とした
公的な融資制度です。
融資額…学生・生徒お一人につき300万円以内
利率…年2.5％（平成21年10月15日現在）
　　　 ※11/10から利率が年2.65％になります
　詳しくは、お問い合わせください。

問　国の教育ローンコールセンター
☎0570－ 008656（ナビダイヤル）

※ナビダイヤルがご利用いただけない場合の電話番号
☎03－5321－ 8656

国の教育ローンのご案内

　「平成21年分の給与所得者の年末調整事務及
び法定調書の書き方等」についての説明会を
次の日程により開催しますのでご案内申し上
げます。

■ 青色申告者である個人の方を対象とした「青
色決算説明会」は別に開催されます。

■ 説明会にお越しの際は、11月上旬にお送り
する封筒をお持ちください。なお、不足する
用紙等は会場にてお渡しします。

問　潮来税務署法人課税第一部門☎0299－ 66－ 6934

年末調整説明会のお知らせ

開催日 時間 会場

11/17（火）

14：00

～

16：00

鉾田中央公民館

11/18（水） 行方市麻生公民館

11/24（火） 神栖市文化センター

11/25（水） 鹿嶋勤労文化会館

日時　11/ ７（土）受付13：30～ 14：00
対象者　 本校の保護者、中学生及びその保護者、

中学校教員、近隣住民
場所　玉造工業高校（校舎、実習棟、グランド等）
内容　・学校内見学（新校舎及び実習棟） 
　　　　14：00～ 15：30
　　　・学校概要説明及び学校内見学
　　　　14：00～ 15：30（中学生と保護者）
　　　・部活動見学　15：30～（自由）　

問　茨城県立玉造工業高等学校　☎0299－ 55－ 0138

学校公開　玉造工業高校

　９月１日（火）茨城県行方合同庁舎において
鉾田市・行方市・鹿嶋市との合同による不動産
公売を実施し、また、10月20日（火）にも茨
城県行方合同庁舎において鉾田市・行方県税事
務所・神栖市・潮来市・行方市・鹿嶋市との合
同による不動産公売を実施しました。結果は下
表のとおりです。

　今後も市税等滞納処分として不動産公売を実
施していきます。

問　市役所収納課☎33－2111（内線1174）

不動産合同公売を実施しました

○ろうきんの教育ローン
融資額　 最高500万円（労金の会員は1000万円まで）
　　　　一括融資または分割融資
返済期間　最長10年
　　　　　 ご融資期間の範囲内で元金据置期間

（最長５年）が設定できます。
金利　平成21年11月３日現在
　　　1.7％～ 2.2％　（固定金利型）　
　　　別途保証料　0.7 ～ 1.2％
ご利用　 幼稚園から大学・専門学校までの受験

料や入学在学費用、住居費、生活費、
留学費用（６ヵ月以上の滞在）などに
ご利用いただけます。

○育英基金の利子補給制度
　茨城県勤労者育英基金とは、勤労者の教育費
の負担軽減を目的に、茨城県・市町村・中央労
働金庫が出資をしてつくられた団体です。
　在学中（最長４年以内）お子様一人あたり
100万円（１世帯300万円）までの融資に対し、
年１％の利子補給を受けることができます。
対象　県内在住又は在勤の方

問　中央労働金庫鹿嶋支店☎0299－ 83－ 1740
　中央労働金庫水戸支店☎029－ 227－ 9125　　　　　
　茨城県勤労者育英基金☎029－ 231－ 0235　　　　　

教育ローンと利子補給制度のお知らせ

新校舎 授業風景

売却区分 地目 最高価
申込額（落札額）

９月公売
Ｈ21－１ 畑 355,000円
Ｈ21－２ 畑 入札者なし
Ｈ21－３ 畑 720,000円

10月公売
Ｈ21－４ 田 入札者なし
Ｈ21－５ 田 入札者なし
Ｈ21－６ 田 入札者なし
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問　市役所産業経済課☎33－2111（内線1163）

募集締切11/15（日）当日消印有効

　　　生産量日本一、県内一の鉾田市産の食材を使ったオリジナル料理を募集します。

　　入賞作品はレシピを作成して各種ＰＲに活用します。

使用食材　 メロン　さつまいも　ごぼう　みずな　トマト　いちご　にんじん　パセリ   

ほうれんそう　だいこん　みつば　じゃがいも　やまいも　豚肉

応募部門　①一般部門　②スイーツ部門

食材費と分量　食材費：各部門2,000円以内　分量：各部門４人分

選考方法　一次：書類審査　11月中旬

　　　　　二次：実技審査　１１/２９（日）中川学園調理技術専門学校

応募規定　募集要項または、鉾田市ホームページをご覧ください

賞品等　最優秀賞　各部門１点：賞金30,000円　副賞　旅行券20,000円分

　　　　優秀賞　　各部門４点：賞金10,000円　副賞　旅行券10,000円分

申込方法　応募用紙に必要事項を記入し下記へ郵送してください

　　　　　〒311－1592鉾田市鉾田1444－1　鉾田市産業経済課

主催　鉾田市 /鉾田市産地ブランドアップ振興協議会　協力　中川学園調理技術専門学校

市の花　ヒマワリ 市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス

電話案内（24時間対応）☎029－241－4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110

鉾田消防署 ☎34－0119

旭 出 張 所 ☎34－4119

大洋出張所 ☎34－5119

火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110

火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聴き逃した時は

防災無線テレホンサービス ☎34－8770

 ☎34－8771

つくば（９：00～ 21：00） ☎029－852－9999
大阪（24時間対応） ☎072－727－2499
日本中毒情報センター  http://www.j-poison-ic.or.jp

中毒110番

毎日（18：30～ 23：30）
日曜・祝日・年末年始（9：00～ 17：00）
※年末年始12/29 ～１/３
☎029－254－9900（短縮ダイヤル #8000）

茨城子ども救急電話相談

毎日（20：00～ 23：00）☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998－２鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

●12/７（月）鉾田市役所
　※時間は８：15～９：15

市民と市長の朝市トーク
毎月開催しています！

　10月５日、大洋総合支所で行われ
た朝市トークでは、食生活による健
康法や学童保育が話題となりました。

＊毎月第２水曜開催行政相談
11/11（水）13：30～15：30
鉾田中央公民館
　　市役所総務課秘書室☎33－2111

（内線1211）
問

休日診療市立図書館休館日　11月 休館日

献血にご協力ください
12/28 10：00～16：00 会場：ウイズ駐車場

問　市役所産業経済課☎33－2111（内線1167）
農業用使用済みプラスチックなどの収集日程

旭地区 鉾田地区 大洋地区
時間 ９：00～ 12：00
塩ビ 12/９（水）11/2（月）12/15（火）

ポリ 11/11（水）12/８（火）11/10（火）12/24（木）
農薬空缶 ― ― ―

電話番号 11月
鉾田病院 ３２－３３１３ ３・29
北浦整形外科 ３３－２１３６ ８・23
高須病院 ３３－２１３１ 15
ハタミ病院 ３３－３１５８ 22

健康カレンダー（11/３～12/３までの予定を掲載）
旭保健センター ☎3 7－1411
鉾田保健センター ☎3 3－3 6 9 1
大洋保健センター ☎39－4 8 6 6

問

事業名 場所（項目） 11月

乳児健診 鉾田 ４（水）
（H21. ７生）

育児相談
旭 10・12/１（火）
鉾田 ４（水）
大洋 ５（木）

幼児健康
診査

旭
１歳半健診 10（火）

（H20. ２～４生）

３歳児健診 12/１（火）
（H18. ６～８生）

鉾田

１歳半健診 19（木）
（Ｈ20. ４生）

２歳児歯科健診 ６（金）
（Ｈ19. ４生）

３歳児健診 17（火）
（H１8. ７生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 ４・11・25・12/２（水）
鉾田 ５・12・26・12/３（木）
大洋 ６・20・27（金）

精神保健事業
事業名 場所（時間） 11月

デイケア 鉾田
（９：30～ 11：30）６･13･20･27（金）

フリークラブ

旭
（９：30～ 11：30） 11・25（水）

鉾田
（９：30～ 11：30） ４・18（水）

大洋
（９：30～ 15：00） ９・16・30（月）

納税カレンダー
国民健康保険税 ５期 納期限

11/30（月）後期高齢者医療保険料 ５期

鉾田ブランド料理コンテスト’09　あなたのアイディアをレシピに

日時　11/21（土）14：00開演

場所　大洋公民館（大ホール）

内容　・スマイルハウスコンサート

　　　・トーク＆コンサート

　　　　「生きる喜びを伝える」

　　　　　　高橋多佳子さん（ピアニスト）

定員　300名（先着順）

主催　鉾田市・鉾田市社会福祉協議会

みんなのやさしさを音楽の翼にのせて
トーク＆はーとふるコンサート（無料）
問　市役所社会福祉課☎３３－２１１１（内線１５６６）
　　　鉾田市社会福祉協議会本所☎３２－５８３１

　12月６日（日）は、ほこたマラソン大会のため、鉾田中央

公民館と市立図書館は臨時休館となります。

鉾田中央公民館・図書館からのお知らせ
※この他、各部門とも入賞
者全員に鉾田特産品など
のプレゼントがあります。
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約をお願いします

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

鉾田市社会福祉協議会
鉾田本所 ☎32－5831
旭支所 ☎37－3571
大洋支所 ☎34－5200

問

心配ごと相談
旭 鉾田 大洋

11月 26（木）
旭学供施設

12（木）
大洋公民館

12月 10（木）
社協本所

24（木）
大洋公民館



茨城県ホームページ 重要情報　新型インフルエンザ関連情報　　　　　　　

鉾田市健康増進課

鉾田市

14

新しいインフルエンザ情報、インフルエンザワクチン接種の負担軽減措置については、そのつどホームページ等でお知らせします。

また、接種費用の領収書等はなくさないよう保管しておいてください。



（提示する書類は下記リスト参照）

された方です。

鉾田市健康増進課

健康増進課

うち 及び

32

【優先接種の対象とする基礎疾患の基準】
１慢性呼吸器疾患　（気管支喘息やＣＯＰＤ、気道分泌物などの誤嚥のリスクがある者を含む。）
２慢性心疾患　　　（血行障害がある者を対象とする。ただし、高血圧を除く。）
３慢性腎疾患　　　（透析中の者、腎移植後の者を含む。）
４慢性肝疾患　　　（慢性肝炎を除く。）
５神経疾患・神経筋疾患（免疫異常状態、あるいは呼吸障害等の身体脆弱状態を生じた疾患・状態を対象とする。）
６血液疾患　　　　（鉄欠乏性貧血、免疫抑制療法を受けていない特発性血小板減少性紫斑病と溶血性貧血を除く。）
７糖尿病　　　　　（妊婦、小児、併発症のある者。又はインスリン及び経口糖尿病薬による治療を必要とする者）
８疾患や治療に伴う免疫抑制状態（悪性腫瘍、関節リウマチ・膠原病、内分泌疾患、消化器疾患、HIV感染症等を含む。）
９小児科領域の慢性疾患（染色体異常症、重症心身障害児・者を含む）

き じゃく
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